
令和８年度 第１回美濃加茂市総合教育会議 会議録 

 

１ 開会日時及び場所 

  令和８年８月２５日（火）午後２時００分から午後３時３０分まで 

  美濃加茂市役所３階 第２議会委員会室 

 

２ 出席者 

  （教育委員） 

教育長  梅村 高志 

委 員  武田 由美 

委 員  渡邉 博栄 

委 員  安藤 摩里 

委 員  榊間 月絵 

委 員  中西 東峰 

（美濃加茂市） 

市 長  藤井 浩人 

総務部長  今井 肇 

総務課長  鷲見 省吾 

（事務局） 

教育委員会事務局長  石黒 幸治 

教育総務課長  伊藤 浩申 

学校教育課長  高橋 泰行 

教育総務課課長補佐  太田 文生 

  （同席者） 

   秘書広報課長  日比野 正 

 

 

３ 欠席者 なし 

 

４ 開会 午後２時００分 

 

５ 議事日程等 

 （１）市長あいさつ 

 

 （２）会議録署名者の指名 

 

（３）協議事項 

   ○市長と教育委員会の事務権限の整理について 

   ○その他 



会 議 録 
（１）教育長あいさつ 

 

藤井市長 改めまして皆さま、こんにちは。 

令和８年度第１回美濃加茂市総合教育会議の開催にあたりまして、教育委

員の皆様方には貴重なお時間をいただきますが、どうかよろしくお願いしたい

と存じます。 

教育委員会の方でも同じような話が来たと思いますが、まずは報道にも大

きく取り上げられました東中学校のプールの水の話ですけれども、ああいった

ことはやっぱり二度と起きないように学校側でもそうですし、教育委員会の方

でもルール等を徹底しなければいけないと思う反面、やはり学校の先生方の

事務とか、ああいった一つ一つの作業というものについてはもっと周りといい

ますか、我々行政もしっかりと把握しながら、ミスを一人の責任にすることなく

しっかりと組織全体でカバーできるような仕組みづくりというのは改めて日々

やっているつもりですが、まだまだほころびがあるということが確認できまし

た。みんなでしっかりと学校の先生方をサポートしていくということは今回改め

て見直していかなければいけないことだと思いますので、事務局の皆様方含

めて、また教育委員の皆様方からもいろいろと先生方から何か声が届いた際

には教えていただきたいと思います。どうかよろしくお願いしたいと思います。 

そしてまた先日、ダボの方から今回の派遣生の皆さんも帰国しまして。武田

さんはじめ皆さん本当にありがとうございました。 

ダボに派遣された皆さんもそうですし、先日のピースフォーラムの方にも行

かれた生徒の皆さんもそうでしたけれども、本当にたくましい生徒さんが美濃

加茂市にいらっしゃるということに対して教育委員の皆さんに感謝申し上げた

いと思います。 

明るいニュースとしましても、先日また美濃加茂ジュニア陸上の皆さんが全

国大会で優勝するという、滅多にないような機会を２年連続で成し遂げてくれ

たりですね。それ以外にも私のところには、夏の全国大会の出場報告等に様々

な分野の方々が来てくれます。本当に一人一人がしっかりと言葉を語り、夢を

持って取り組んでくれていますので、こういった明るい部分についてはさらに

引き上げていきたいと思っております。 

同時にこの夏もですね、いろいろ私もできるだけ顔を出してお話を聞きたい

なと思いますけども、この夏休みを有効に活用しきれないご家庭もやっぱりあ

るんじゃないかなと感じる一面もあります。そういったところに対しても、教育

委員会のみならず行政としっかりと連携しながら誰一人取り残さない教育、そ

してまちづくりをしていきたいと思いますので、今日も含めて皆様方からの忌

憚のないご意見を賜りたいと思います。どうかよろしくお願いしたいと思いま

す。 

この後、意見交換のお時間をいただきますので、冒頭のあいさつにかえさせ

ていただきます。今日はよろしくお願い申し上げます。 

早速開会をさせていただきたいと思います。 

 



（２）会議録署名者の指名 

 

藤井市長 まず、はじめに会議録署名者ですが、梅村教育長にお願いしたいと思いま

すが、よろしいでしょうか。 

それでは会議録署名者に梅村教育長を指名いたします。 

 

（３）協議事項 

市長と教育委員会の事務権限の整理について 

藤井市長 次に、協議事項に移ります。 

市長と教育委員会の事務権限の整理についてです。 

皆さんのお手元にも資料はございますね。 

 

鷲見総務課長 皆さん、こんにちは。委員の皆さんにおかれましてはご無沙汰しておりますと

いう感じですけども、今日は提案者ということで協議の方よろしくお願いしま

す。座って説明をさせていただきたいと思います。 

お手元を見ていただきますと資料がございますので、そちらに沿って説明を

させていただきたいと思います。 

タイトルとしましては、市長と教育委員会の事務権限の整理についてという

ことです。キャリアサポート課と、法令担当ということで総務課が連携して教育

委員会と市長部局での事務の振り分けについて検討をしているところで、皆さ

んにそのあたりについてご意見をいただければなと思っているところでござい

ます。 

資料から外れてしまうんですけども、基本的な教育委員会の業務ですとか

市長の業務については、法律で決まっております。 

これは例でございますけれども、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律で２１条、教育委員会の職務権限ということで１９項目を指定しており、２２条

が市長の職務権限ということで、こういった形で基本的には法律によって誰の

仕事かというのが決まっているものということが大前提としてございます。 

それをそのままやるという方式もあるんですけども、資料１ページ目の下の

ページに行っていただきます。業務を進めるにあたりまして、法律通りの権限

でやっておるとちょっと効率が悪いよというような時に、その権限を移したりで

すとか、手伝ったりとかそういったことができるよというのが手法としてござい

ます。 

手法の中で事務委任、補助執行というものにつきましては、地方自治法に

基づくものでして、市長の権限に属する事務を教育委員会の方に委任ですと

か、補助執行で手伝わせることができますというような規定です。 

もう一つが、職務権限の特例という、これは地方教育行政の組織及び運営

に関する法律というところで、教育委員会と市長部局だけの話ですね。先ほど

の事務委任、補助執行については、他の選挙管理委員会ですとかそういった

ところも関係してくるんですけれども、職務権限の特例については、教育委員

会と市長との職務の権限の割り振りについてのことが特例として定められてい

るというものでございます。 

こちらにつきましては、この４項目ですね。 



「図書館、博物館、公民館等の管理及び廃止に関すること」、「スポーツに関

すること」、ただしこれは、学校における体育に関することは除くということ。で、

あと３号として「文化に関すること」、４号で「文化財の保護に関すること」。こう

いったものについては、条例で定めるところで市長の方に権限を移すことがで

きるよというようなことになっています。 

次に２ページ目をご覧いただければと思います。先ほどの事務委任と補助

執行でございますが、何が違うかというところです。 

権限が移動するかどうかというところがその２つの手法の違いとなっていま

す。左側、事務委任につきましては、権限を別の機関の方に移譲させて処理さ

せるということで、文書ですとか決定通知書の名前が市長から教育委員会に

移るとか、そういった事務の権限そのものが移動してしまう。右側が補助執行

という形で、権限は委譲せず事務の手伝いだけしますというような手法です。

市長の業務で権限としては市長に残っているんですけど、事務の手伝いは教

育委員会教育総務課の方でやるよというような形で、教育委員会が書類を作

っても市長の名前で作ったりですとか、そういったところが補助執行というも

のでございます。 

この下のところが、それぞれの違いを表でまとめたものになっております。同

じようなことを言っておりますけれども、権限ですとか名義ですね。あと決定権

まで委任できるとか、そういったところです。 

繰り返しになりますのでそれぐらいにさせていただいて次のページに行きた

いと思います。もう一つの方ですね。地教行法の方の特例のものということに

ついて、先ほどの４項目について条例を定めることで、教育委員会に持ってい

る業務を市長の方に移しますというような制度ということになっております。 

３ページの下の４つですね、改めて出させていただいております。先ほどの

図書館や公民館がこの一番左の特定社会教育機関というふうな形で読み替

えておりますが、基本的に４つの分野について条例で定めれば市長の方に事

務を移すことができるということになっております。 

資料４ページの上のところも、基本的には今の話の繰り返しになります。学

校教育関係については教育委員会に残りますよというか、移すことはできませ

んよというふうになっています。あとの項目については、選択ができますといっ

た制度になっております。その中で、特定社会教育機関のことにつきましては、

地教行法の条文を見ますと、設置管理及び廃止というふうな形で規定されて

いるんですけれども、それに関連しまして、そこで行う整備についてですとか、

そこで働く職員の研修、そこの福利厚生ですね、あと、そこで行う社会教育事

業、そういったものについても施設の管理と一体として市長の方に移管するこ

とができるというような立てつけになっております。 

５ページ目に行っていただきますと、今ちょっと例規と実務の方でちょっと齟

齬が発生しております。平成２７年頃だと思いますけれども、この補助執行とか

そういったところの整理をしておった中で、時間が経過するにつれてちょっと事

務の一部分が教育委員会の名前でやらなきゃいけないものが市長になってい

たりとかが発生しておりましたので、この見直しをしたいというところで、総務

課とキャリアサポート課でタッグを組んでやっているというところでございま

す。 



主な課題としましては、例規の方で先ほどの事務委任と補助執行、全く違う

制度なんですけれども、同じ一つの事務に対して、かたや事務委任します、か

たや補助執行しますという形で、どっちが正解なんですかみたいな状態になっ

ていたりですとか。 

２番目としましては、実態と例規との乖離ということで、例規上は教育委員会

から市長部局で補助執行させているので教育委員会の名前でやらないといけ

ないものが、ちょっと間違った手続きとして市長名でやってしまっているという

ようなこともあります。 

あと、特例条例につきましては、文化会館・図書館につきましては設置条例

で「市長は」という形でやっておりますけれども、やはり特例条例という形でき

ちんと、この分野については市長に移管しますよとするのが正しい解釈になり

ますので、そこも整えていった方がいいであろうと、そういった課題がございま

す。 

５ページ目の下につきましては、今言ったことの抜粋です。資料としては１０

ページをご覧いただければと思います。 

こちらに例規集の中で事務委任ですとか、補助執行、あと特例条例に関す

るものというところで２０項目挙げさせていただいております。例えば、この一

番右の列で適否のところで、黒丸の方は大丈夫な事務、バツは今何かしらの

不具合が起きているよという見方をしていただければと思います。２番目の

「教育委員会の所管に関する予算の執行に関すること」ということで先ほど言

いましたけれども、事務委任のルールですとか、補助執行のルール、これが同

時に存在してしまっているので、これはどちらかで整理をしないとダメですねと

いうような形になっています。３番以降につきましては、市長から教育委員会に

事務委任をしていますので、これは教育委員会の名前でやらないといけない

んですけれども、実務として市長の名前でやっているというところでバツ印が

ついているというような感じでございます。そういった形で見直さなきゃいけな

いものが存在しているというのが現状でございます。 

資料を戻っていただきまして６ページ目ですね。なるべくシンプルな形にして

いきたいなというふうに考えているところです。現在、先ほどの事務委任ですと

か補助執行のところがぐちゃぐちゃになっているものを、市長の権限ということ

で整理をして教育委員会には補助執行という形を取り、事務については市長

名でやりますよというような形を徹底していくというものです。２つ目につきま

しては、教育委員会が管理する財産です。学校開放のようなものをイメージし

ていただければと思いますけれども、体育館の目的外使用のところで使用料

や額のルールについては、教育委員会が決めます。ですが、お金に関する予算

の関係で使用料の徴収ですとかについては市長の権限、予算の権限は市長に

しかないので、教育委員会はあくまで補助執行という形で、そういった納付書

については市長の名前でやりますよというようなところを明確にしていきたい

なというところでございます。 

なるべくそういった整理をします。ちょっと分かりにくいかなと思いますので、

７ページ目の上のところで支出と収入が実際にどういうふうになるのかという

ところです。支出については、予算の権限が市長になりますので、基本的に市

長の仕事というふうになります。 



支出は補助金の支出のところを例に出しております。市民の方からは、補助

金の申請、交付申請をされた場合に市長名で支出の決定となりますので、実

際教育委員会の方に申請があったとしても、市長名で支出決定をする。ここに

ついては補助執行という形になります。下の収入につきましては、学校開校の

関係ですね。使用料等の徴収のイメージですけれども、教育委員会で今、学校

開校すると２時間いくらという形でルールの決定をしておりまして、それに基づ

いて事務が進んでいくわけですけれども、市民がまず使用申請をします。施設

の関係ですので、使用許可、この行政処分については教育委員会が許可処分

の権限を持っていますので、教育委員会の名前で使用許可の処分を行いま

す。その許可に伴いまして使用料が発生します。その使用料については市長

の名前でないと賦課ができませんので、これについては補助執行という形にな

ります。市長の名前で市民の方に支払いをするという形です。 

一つの事務の中でも、どっちの権限というのは職員の方で切り分けながら

整理をしないといけないことにはなるんですけれども、権限が混乱して、教育

委員会で許可しなければいけないのを、市長名で許可書を発行したりですと

か、そういったところが事務的には誤っているので正しくしていきたいといった

形で動いています。 

７ページ目の下の図、特例条例につきましては、今、スポーツと文化の方が

市長部局に移っているという状況です。権限のねじれというような表現をして

おりますけれども、そういった社会教育の部分でを一括で市長部局にしておい

た方が事務が効率的に進むであろうといったところがありますので、今の法律

上で市長の権限に移せるものについては移していきたいなというふうに考えて

おります。 

文化財の保護につきましても、文化財の活用というのが今国の方からも言

われておりまして、市としても文化財の活用計画というのを作っておりますの

で、活用しながら文化財も守っていくという形で進めていければなというふう

に考えているので、これも含めて市長権限にしたいというところでございます。 

８ページ目の例ですけれども、できるだけシンプルな形で実務に即した形で

というのを原則として整理をしていきたいというふうに思っております。 

先ほどの事務委任、補助執行については、基本的には事務委任を原則廃止

という形でさせていただきたいと思います。具体的には、予算執行契約につい

ては市長の権限、実務については教育委員会の職員が補助執行するという形

で進めていくという風にしたいということです。 

原則とさせていただいたのが私立学校ですとか、学童のスクールバスにつ

いてはこれまでどおり事務委任の形をとらせていただいて、教育委員会の事

務としてまとめた方が効率的であろうと考えておりますので、そこは事務委任

として継続させていただきたいなというふうに考えております。 

２番目につきましては、法律上を移せるものについては全て市長に移させて

いただきたいなというふうに考えております。事前にお配りしたものと今日お手

元に配布しておるところは、ちょっと庁内の会議を経て修正をしている部分が

ありますので、気をつけいただければと思います。この２番目は、繰り返しにな

りますが、現在スポーツに関することと、文化に関することが移っているところ



に図書館・博物館についてと、文化財の保護に関することも移していきたいよ

というそういった方針でございます。 

補助執行につきましては、基本、今の例規に載っているものをベースにして

おりますが、予算の編成、執行に関すること、契約及び検査に関すること、学校

開放に関する使用料の徴収に関すること、教育財産の取得、処分に関するこ

と、あと教育大綱の策定ですとか、本日のような総合教育会議の開催に関する

ことを補助執行という形で市長の権限で行って事務は教育委員会が行うとい

うようなものでございます。事務委任については、先ほどの２つのものがまだ

残っていますというようなことです。 

９ページの上ですね。こちらが先ほどの特例条例の方で市長の権限に移し

ていくものというふうになっています。ここもちょっと事前の資料と変わっており

ます。 

スポーツに関することはスポーツ振興課で所管します。文化に関すること、

文化財の保護に関することは基本文化振興課が。文化の森については、複合

施設となっておりまして、市民ミュージアムは博物館という位置づけをしており

ます。教育センターは教育機関ですので、切り分けて博物館の部分である市

民ミュージアムは市長の管理、教育センターについては教育機関として教育委

員会の所管というような形で考えています。あと、生涯学習に関することと、図

書館に関することにつきましてはひとづくり課が担当することになっておりま

す。 

この特例条例のところで、基本は建物があるところの業務を移すということ

がございます。下の欄外にあります青少年育成、少年自然の家といった社会

教育に関する施設ですとか、それ以外の社会教育の事務についてはひとづく

り課が主になっておりますが、特例の中には組み込めないものがございますの

で、そこは教育委員会の権限のまま補助執行という形で残させていただく。ひ

とづくり課については、市長の権限での仕事と教育委員会での仕事というのを

切り分けが必要ということで、今後整理をしていきたいなという考えでいます。 

まず今の特例条例ですね。先ほどの事務委任と補助執行につきましては、

基本規則によるもので市長ですとか、教育委員会の権限を決定していけるん

ですけれども、職務権限、地教行法の事務の特例については条例が必要です

ので、こちらについては議会の方にあげていきたいなというふうになっておりま

す。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２３条の規定に基づき市長が

管理及び執行する事務に関して必要な事項を定めるということで、どういった

建物が該当しますようですとか、どういった事務が該当しますというのを条例

改正という形で挙げさせていただいて、１２月議会に上程させていただければ

なというふうに考えているところです。 

これを可決いただきましたら、この９ページの下のところですね、関係ある例

規の改正をしていきたいというふうに考えております。 

条例につきましては、文化財保護の関係、津田左右吉博士記念館ですとか

脇本陣についても文化財保護とかそういった観点から今現在教育委員会の所

管の条例でありますので、これを市長部局の方に移していきたいということで

す。 



文化の森は先ほどの博物館のところで、それに伴う条例改正が行われます

し、事務委任、補助執行に関する規則改正を行わせていただきます。 

あとは、規則改定に伴いまして、先ほどの支出の権限は市長の権限ですの

で、今の教育委員会の要綱で例えば就学援助ですとか、全国大会に行ったと

きの補助金ですとか、そういったところは教育委員会の例規でやっておるもの

を、基本市長の例規に変えさせていただいて、補助執行をしていくというよう

な形で進めていきたいなというふうに考えているところです。 

説明としては、以上です 

 

藤井市長 ありがとうございました。 

なかなか細かいところばかりでしたけれども、何か今の段階でご質問等あり

ましたら、鷲見さんが丁寧に説明してくれると思いますので。 

また後ほど気になる点がございましたらでもいいですが、いかがでしょうか。 

私も今後、議会にお願いしていくわけなんですけれども、はっきり言うと、現

状市民の皆さんや学校現場においては特段大きな変化はないということで

す。皆さんご存じのとおり、美濃加茂市は比較的早く２００８年頃に法改正があ

って、教育委員会というと、かつては力があって権限が集中していたんですけ

れども、スポーツとか文化を行政全体で賄っていこう、補っていこうという流れ

の中で美濃加茂市はかなり早くスポーツ振興課であったりとか、文化振興課

を市長部局に移してきたという経緯があります。他の街では未だに教育委員

会にあるところは結構あるんですけれども。 

そういった中で、先ほど紹介のあった最後のページの表みたいな手続きを

現場に即してやってきたんですけれども、いざ立ち止まって振り返ると、条例か

らしっかりと見直していかなければいけないことがあったんじゃないかというこ

とで今回見直すというところです。 

教育委員会が持っていた、文化財の保護とかスポーツ、文化、あとは公民

館、こういったことを市役所全体の経営の中でしっかりと管理していこうという

のが、今の国の流れなので、美濃加茂市はそういった方針でこれまでやってき

ていますが、これからも教育委員の皆さんの声を聞く場が、総合教育会議で

担保されています。教育現場と行政の一番の橋渡し役はこの会議になっており

ます。 

あと、美濃加茂市では庁内では F-0 会議というのを持ってますので、その

中で教育委員会の職員さんと各部局の職員がしっかりと意見交換できるよう

な位置づけもやっているというところで、教育委員会と行政の関係性はいいも

のに保ちつつも、はっきりと法的根拠はこういった形で定め直させていただくと

いうことです。 

教育長よろしいですか。 

 

梅村教育長 教育委員会としましても、今回の所管整理によって現行の事務執行の実情

と法令とのねじれが解消されて、いわゆる権限と責任というものの所在がはっ

きりして職員の立ち位置なども明確になったということを思います。 



その結果としまして、改めて教育委員会というものは学校教育という本来の

使命に軸足を置いて経営資源をより集中できるという点において見える化で

きたことが望ましいと受け止めています。 

もちろん事務委任後も、教育の専門的知見につきましては、積極的に提供

する姿勢を大事にしていきますし、例えば教育委員会と市長部局の関係性とし

ましては、双方の役割の充実、それから連携調整においては新たな副教育長

が非常に機動力を発揮できるということで、これまで以上に業務の質が高めら

れるんじゃないかと考えます。関係性の担保においても心配はしておりませ

ん。 

 

藤井市長 ありがとうございます。 

さらに何かご質問やご意見がありましたらいかがでしょうか。 

よろしいですか。鷲見課長。 

鷲見総務課長 これで教育委員会も完全に手を離れるわけではなくて、法律上の建付けと

しましては、もともと教育委員会にあった業務の例規を変えるようなときには教

育委員会の意見を聞かないといけないということです。間接的に教育委員会

にも社会教育のことですとか、そういったところには関わっていただいて、ご意

見を言っていただくといった関係性を構築していきたいな、というふうに思い

ます。 

 

藤井市長 ありがとうございました。 

部活動の地域展開とか学童とか地域学校運営協議会、コミュニティスクー

ルなどは、まさに中間に位置するような課題なので、引き続き皆様方からもぜ

ひ強いご意見というかですね、お話なんかもいただきながら共にやっていかな

ければいけないことがたくさんあると思いますのでよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 

榊間委員 ２００８年の時に、教育委員会が持っていた事務的な仕事が移行したけれど

もその権限が教育委員会に残っていたというのは、何か意味があることはなか

ったでしょうか。 

 

鷲見総務課長 当時全て移さなかったということでしょうか。 

 

藤井市長 改正をせずに運用だけで来た理由があったのかという。 

 

鷲見総務課長 その経緯は、もともと特例条例で権限を移せるのがスポーツと文化だけだっ

たんですね。２００８年当時はそこだけだったものについて、後で文化財の保護

ですとか、そういったものが追加されている。国の方の考え方が変わってきて

いるので。 

そういったこともあって、完全に市長に委任するわけではなく、補助執行と

いう形で事務を進めてきたというような経緯かなというふうに考えています。 



教育委員会のスリム化というとあれですけれども、市長部局の方で業務は

やっていきたいというところがありましたので、その中で法的にやれる範囲とい

うところで。 

当時の法律にない部分については、地方自治法の根拠に基づいて事務を移

していたというような形になるかなと思います。 

 

榊間委員 例えば図書館とか博物館についても、教育委員会に権限があって最終的に

教育委員会がやるということだと思うんですけど、例えば図書館とか博物館と

かいうことについては、いろいろ考え方があるものだと思うので、権限を全部

市長に持っていくということについて、歴史を考えてみても教育委員会が最終

的に権限もあって今までの経緯をダブルチェックをするなど、教育分野として

権限を持つべきなのではないかなというふうに感じます。 

例えば、建物だけじゃなくて中の人のこととか。 

図書館というものは、ものすごく微妙なところがあるので。この本を本当に

入れるかどうかとかそういうときに、やはり教育に関わる分野を全部行政側に

出してしまうのはどうかと。相談があるといっても、大事な分野ではないかと思

うんです。 

図書館とか博物館に関して、効率が良いとかそういうことには当てはまらな

い分野ではないかと思うんですね。だから、事務についてもそうかもしれない

ですけど、手間をかけて考えるべき分野ではないかな。文化とかそういうの

は。 

スリムにするということはとても分かるんですけど、権限まで移していくとい

うことについては、事務的にスリムできるというような理由だけで、移行してい

っていいものかどうかということを、全体を見ていて感じたんです。 

 

藤井市長 ありがとうございます。すごく大事なお意見でして。 

さっきの２００８年の移行というのは、私たちも当時に遡らないと難しいんで

すけどね。 

やっぱり権限を手放すっていう言い方をされるんですよね。やっぱり教育委

員会が教育委員会として、かつては教育委員さんも、今日は市議会議員さん

もいらっしゃってますけど、地域の名士がやるというものでしたし、教育長はあ

る意味市長とは決して仲がいい関係ではなくですね、それぞれがやっぱり政治

的な中立を保ちながらやっていた時代から、今どこか少し市長権限の方が強

まっているような法律的解釈になっているのは間違いないと思います。 

２０１０年以降、１５年以降ですかね、そういった中で、財政を握っている行政

側に全部預けた方が効率がいいっていうのは一つ理解ができるんですけれ

ど、今榊間委員おっしゃられたことはすごく大事なところで、権限を委譲すると

いうのは手放すことなので、果たして本当にそれでいいのかというところは議

論してもいいと私は思っております。 

スポーツであると学校教育以外でも関わりも出てくるし、図書館もいろんな

要素があると思うんですけれども、最終的に権限がどこにあるのかというのは

大きいのと、法律もあくまで「市長部局も」権限を持つことができるだけであっ

て、移しなさいという法律ではないので、その議論は各自治体の中で市民の皆



さんで決めてくださいということなので。今のご意見を私は尊重したいと思い

ますし、こういった議論を教育委員会でしていただいたりしても私はいいんじ

ゃないかなと思うので。 

今回は、あくまで美濃加茂市役所総務部からの提案で、我々も今受け止め

ているところですけれども、こうやって披露する理由というのはこれってどうな

のっていう話を持ち帰っていただくことが私はありかなと思うので。 

どうでしょう、またここの場でやってもいいし、市教育委員会の中で危惧する

点があるかとか、逆に権限を委譲する代わりにこういったことだけはしっかりと

行政側に言及しておくとか、そういったことは私は原理原則としては非常に大

事だと思うので。 

どうでしょう教育長、その辺は。せっかく今回初めてご披露する形になってい

るのであれば、他のことも一つずつ確認していただいてもいい事項はあると思

いますので。これってどうなるとか。 

ただし、現状この１０年ぐらいはどちらかというとこちら側がペースを握って

いて実質的な補助執行がされてたわけですので、実質今のままですけれども。

もう一回遡って今の時代にどうあるべきか考える、特に図書館の話だと今後再

配置の話も待ってますので、このあたりはオープンに議論していくべきだと思

う中で、どうでしょうか。 

 

梅村教育長 その場を別に持っていいと思います。 

 

藤井市長 そうしますか。事務局側もその理解でいいですか。 

そんな理解でお願いしますということで。教育委員会では、まだこの話はさ

れてないんですよね。今回初出しなんですよね。 

そういった話を一度していただくというので、他の委員さんはどうですか。今

日いきなり感ありますよね。 

 

中西委員 資料はいただいてたんです。読めば読むほどややこしくて。 

 

安藤委員 資料が配られた後と変わったというところはどこか教えていただけますか。 

 

鷲見総務課長 はい。 

手元の資料のスペースの上のところ、もともとは「市長に完全移行」という完

全というのが書いてあったんですけど、それを取らせていただきました。 

先ほどの社会教育の部分が一部残りますので、法律上は移せる分は全部移

す方針だったんですけれども、そこが残るので完全にというとちょっとイメージ

が全部移ってしまうというところがあるかなというところでそこは直させていた

だきました。 

 

藤井市長 事前の資料と今日の資料は違うんですね。 

そこだけでしたっけ。 

鷲見総務課長 もう一箇所は、資料の９ページの上のところですね。もともとこの社会教育

ですとか青少年育成のところもひとづくり課に移行するような形で最初の資料



を作っておったんですけども、そこは教育委員会に残るということですので、そ

こから外させていただいたというようなそういった修正をしております。 

 

藤井市長 その他の部分も今一度確認していただければと思います。ちょっとくどいよ

うですけれども、ネガティブな意見ではないですが２００８年、１０年頃から美濃

加茂市がやってきたことに、もう一度立ち返る見直しみたいな話にもなってくる

ので。 

例えば、図書館ならやっぱり教育長権限で行こうと、これも一つの判断とし

てあると思いますが、そうすると、例えば教育委員会という組織の中に図書館

の管理部門を入れていく。今だと市民協働部というところにあるんですけれど

も、そこを教育委員会の中に入れていくということなんかをもう一回検討する

みたいなことですね。結構根本的な変化も必要ですので、そういったことも含

めて考えていければと。そういう大きなところを触っていくなら、という話になる

と思うので。否定的な意見じゃなくて、そうやって美濃加茂市はこれまでやって

きたので、時に見直すことはあってもいいと思うので。ボリュームが多くなるか

もしれませんが、ぜひぜひ教育委員の皆さんには、そういったところを振り返っ

ていただくというのは大変ですけれども大事だと思いますので、お願いしたい

と思います。 

図書館とかスポーツがだいぶ先にあって、最近は文化財保護ですよね。文

化財は保護するというところから、観光とか教育にもっと使っていこうみたいな

ところが２０２０年か１９年ぐらいだったと思うんですけれども。この一連の流れ

なんかまた事務局からも資料提供があれば分かりやすいんじゃないかなとい

うふうに思います。 

 

安藤委員 そもそも２００８年に法改正でこの法を変えて、そうしたんだけども、うまく移

行しないのか、ねじれてる部分があって。 

今回何をきっかけに見直そうかってなったのか。 

 

藤井市長 そうですね。 

一つの考え方ですけれども、他の自治体もねじれって結構あるんですよね。

他の事務でも。そういった中で条例をしっかり整理するというのは大事な中

で、はっきり言えば、鷲見さんが教育委員会にいらっしゃって、今回法務を担

当するということで、手続き的なものを見直す中で整理を早くした方がいいん

じゃないかというような提案を私は届けてもらったというところでいいですよ

ね。 

 

鷲見課長 そうですね。あとは、文化財の活用というところで、活用の中で市長部局に

文化財の権限が移った方が活用はしやすいということがあるかなと。 

ただ、文化財保護審議会とかがありますので、そちらの方で文化財保護の

方はご意見として第三者の方から担保しながら活用も進めていくという。そう

いったきっかけもありまして提案をさせていただいたというかですね。 

 

藤井市長 ほか、よろしいでしょうか。 



 

梅村教育長 １ついいですかね。 

業務が膨らむ、膨らまないという視点から教育委員会が大きくなる、あるい

は小さい教育委員会という表現を使ったりすることもあります。それぞれにメリ

ット、デメリットがあるのですが、現状、この多様化している業務の中で、現状

の運用であれば教育総務課、学校教育課が本来の学校教育に経営資源を集

中できる。マンパワーにしても予算にしてもですね。意思決定も迅速になるし、

安定的な業務遂行ができると思うわけです。 

もっといえば、事務局が、学校現場に近い立場で教育支援ができるというこ

と。子どもの学びとか教職員支援に特化した組織であるというのも大きなメリ

ットなんですね。実に多様な業務がある中でどうしても膨らんでしまうと、そう

いった部分に弱さが出てくる。 

逆にデメリットとして、市長部局との連携とか調整というのが必要になってく

るし、そこに溝ができてしまうのではないかという心配も当然ある。先ほどの専

門性というところで言えば、そこの部分については繰り返しますが、例えば副

教育長の存在であるとか F-0協議会が今年度からより一層強く立ち上がって

いくということなので十分フォローアップできるのかなということです。 

大きい教育委員会、小さい教育委員会それぞれにメリットデメリットがある

中で、現状の運営に法規がきちっと揃うというところに私は意味があるというこ

とで、冒頭に所感を申しました。 

 

藤井市長 ぜひ、少しでも疑念等が晴れた上で気持ちよく次に進めていくというのが大

事だと思いますので、ぜひぜひ過去も振り返りながらお願いしたい。 

もう一個お話ししてしまうと、先ほど２００８年の移行も含めてどうして美濃

加茂市はうまく進めてきたかというと、当時の渡辺直由市長さんは教育に理解

があった。理解というか力を入れられていた。私も同じように教育には力を入

れたいと思っていろいろと皆さんとこういう機会を多く持っているので、今みた

いな教育長のご意見のように、教育委員会が学校現場に集中したとしても多

分できると。ある程度の教育全般は。 

非常に危険なのは、時として行政のトップというのは政治で変わりますの

で、その人が図書館、体育館、それよりも経済でしょみたいなタイプの人に極

端に振り切ったときに教育委員会にあった方がよかったというようなことは当

然起こり得ます。だからルールで縛っていくのか、運用で守っていくのかみた

いなところで運用でみんなで守っているというところが今の教育現場の現状だ

と思います。このルールというのは時として変えることも可能なので今変えるべ

きなのか、今後考えるべきなのか、検討事項として忘れないようにどこかにしっ

かりと記しておくのか、そういった話かなと思います。 

そのほか、ひとまずこの件についてはよろしいですか。 

ではありがとうございますということで、今回ご紹介させていただいたのを

一度また教育委員会に持ち帰っていただいて、協議としては皆さんにはここで

お伝えさせていただいたので、教育委員会でのご報告を受けて条例提案の方

に入っていくという流れになりますね。決まり次第ということで。 

 



その他 

 それでは、本日協議事項は一つですが、その他ということで、何か皆様方か

らご提案というか何か思うことであったり皆さんで意見交換してはどうかとい

うテーマがありましたらいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

時間は１５時半までいただいています。 

ちょっとご報告を少しさせていただいて、皆さんと何かお伺いさせていただ

ければと思います。 

私事なんですけれども、米日財団というところから資金をいただきましたの

で、それを糧にアメリカに７月２４日から８月１０日まで行かせていただきまし

た。 

いろいろプログラムとか受けてきたんですけれども、今回ご紹介したいなと

思ったのがアイオワ州アビューク市という、アメリカ人に聞いても「それはどこ

ですか」と言われるような街だったんですけれども、でもアメリカに行っていろ

いろ聞いてみると、先進的な街という評価もあるところで、人口が５万９千人で

美濃加茂市とほぼ一緒。市の面積も８０平方キロメートル。美濃加茂市は７４平

方キロということでほぼ一緒ということと、あとはミシシッピ川という川を原点

に発展してきたというところが木曽川に近く、今はデジタルであったりとか、こ

れからの時代に何が必要かということで、企業誘致とか、あとは商店街の振興

といった取り組みをインターネットだけでもたくさん拾うことができたので、ここ

に訪問したい、視察したいということで資金を出してくれたところにお願いした

ところを、いろいろと段取りをしてくれまして行ってまいりました。 

ブログに、今日付けで５つのブログをまとめて出してありますので、もしお時

間があればちらほら覗いていただければと思います。 

その中の一つをご紹介させていただきたいと思います。１枚目なんですけれ

ども、市長さんです。 

先にちょっとお話しすると、感じたことはですね日本もアメリカも同じ先進国

として物価高に頭を悩ませインフレに頭を悩ませる中で、取り組むべきことは

子どもの教育がやっぱり大事だということであったり、IT とかデジタル。どんど

ん社会が変化する中で人と人とのつながりは大事だ、コミュニティは大事だと

いうお話であったり。 

地方ですと全く一緒で若者の流出を止めなければいけないというミッショ

ン。これは英語で言うと頭脳が流出していくという言葉でブレインドレインとい

うらしいんですけど、ブレインドレインは非常に大きな問題なので、若者にいか

に振り向いてもらうか、教育も含めてしっかりと投資していきたいという課題を

同じように持っておりました。 

あとは高齢化社会もそうです。ここの街はアイオワ州というのは中部なんで

すけど、アメリカの田舎町なんです。まだまだ外国籍も移民も少ない街でして、

これからどうやって移民の人たちを受け入れて労働力を補っていくかという多

文化共生の課題もこれから大きくなってくるというようなお話をされておりまし

た。 

１ページ目ですけど、シカゴという空港があるところから４時間ほどです。 

やっぱりアメリカも食については非常に力を入れているということでした。ア

メリカは行政がお金を出すというよりは基金というのがすごくしっかりしており



まして自治体ごとにもファウンデーションという基金があるので、そういう寄付

を集め、そこから教育とか保育とかあと農業とかの活動に対して評価をしてお

金を出しているということでした。 

例えば、これは農業の一つですけれども、オーガニックのレストランとカフェ

と野菜を育てる。この野菜を育てているというのが面白いんですが、住宅街の

中に人のお家の前にプランターを並べていくんですけれども、そのプランター

の手入れは NPO の人たちがやる。そこで生った野菜は誰でも好きなように持

って帰って結構です。子どもたちが通学とか下校にトマトを持って行ってもい

いし、ホームレスの方がまとめて持って行ってもいいし。みんなで支援されたお

金をもとにして作られた野菜というのは共有していこうというような話もありま

した。 

２ページ目ですけれども、これはある朝の風景ですが、木曽川のような大き

な川が流れています。昔はこの川を拠点に産業が成り立っていた。物を運んだ

り蒸気機関が通っていたりしていましたけど、今は美濃加茂市と同じでやはり

観光でしか川というのは生かしようがないということで、ここは遊覧船があった

りとかしていたんですけど。この川のほとりに美濃加茂市ですと文化の森のよ

うな博物館があり、川の文化や歴史を、川をもとに物理とか生物とか歴史とか

科学とかいろんなことを子どもたちに楽しく学ばせられるような環境を作って

いくということで。 

文化の森の５～６倍の大きさの博物館がありまして、それも全て寄付で賄っ

ているということでした。そこに市の職員がスタッフとして働いているというよ

うな仕組みが日本とは違うなと思いながらも、歴史文化を大事にするというと

ころは共通点があるかな、と思いました。 

ちょっとめくっていただくと、ここは隣町ですけれども、街並みがきれいにな

っているということで。 

一つ、学校に関して驚いたんですけれども、アメリカというのはスクールバス

が普通で、日本は子どもたちが朝と夕方通学下校をするんですよねって話を

したら、実はアメリカもこれからそうしたいんだと言っていました。銃があるとか

危険だってイメージだったんですけれども。この田舎町に私も４日間いました

けど、全く危険を感じないのと、本当に人が穏やかです。街中に人を呼び寄せ

たいという政策の中で、歩いて学校に通えるというところは、土地としての付加

価値が上がるので、そういう地域づくりを目指しているということでした。 

日本は逆に、これからバスをどの学校も走らせなきゃいけないみたいな意見

を時々テレビとかで聞くんですけれども、まさに逆で、安心な街というのは子ど

もたちが歩いて学校に行って歩いて家に帰れるという。向こうの人は、日本が

そうって知らなかったんですけれども、「それはすごいですね。遠い人はどうす

るんですか？」と言われたので自転車ですって言って、自転車はアメリカもあ

るんです。彼らはもっと遠い家とかがあるので、「さらに遠い人はどうするんで

すか」って聞かれたので、私たちも中山間地はバス走らせていますと言ったら

それは一緒ですね、みたいな話をさせてもらったんです。 

あと最後に私先ほど皆さんの意見を求めましたけれども、このブログで最後

に書かせていただいた市長と市議会議員さんと夕食を交えたわけなんですけ

れども。市長の給料はここに書いてあります。年間２２０万円でした。そこまで



下げられると僕もどうしようかなと思いますけれども、市議会議員さんの給料

は１６５万円でした。人口２５万人以下の街は、これが当たり前だとそうです。 

岐阜市で４０万人。岐阜市ぐらいになってくると、専属の市長と市議会議員

でガッチリやるそうですけれども、それ以下の街はさっきの寄付文化と近くて

ですね。ある程度事業に成功した人は名誉あるボランティア活動ということで

政治に参画するんだと。選挙は結構激しいそうです。もうちょっと詳しくお話し

すると、同じ人口で議員は７名ということでした。大きい町でも１０名ぐらいが

結構一般的だそうです。この７名ですけれども、市議会議員選挙だと、町を４

つに区分けして各地区から１人ずつ、さらに全区域から２人といってました。。

市長を含めて７名なので、議員だけだと６名です。これが２年に１回ずつ選挙が

あるので、参議院議員選挙みたいに公募で３人ずつ選ばれるというやり方をし

ている。 

もう一つ今日申し上げたかったのは、そこで議員と市長の関係ですけれど

も、面白かったです。議員さんが６名いるんですよね。３名以上集まって密談を

してはいけないという法律があるんです。罰則付きです。 

要するに、議員さんは議論をするときは人の前で議論しなさいと。会食のと

きも言われたのは、政策の難しい話は聞かないでほしいと。なので、簡単な質

問とかはいいけど、議論するような内容はちょっと止めますという忠告が最初

にあったぐらい開かれた議論っていうのが、徹底されているなというふうに思

いました。 

まさに今日、委員さん５名と教育長６名と僕なので、こういう感じですよね、

議会が。私もこの次の日の夜に市議会が開かれるので見に行ったんです。夜

の６時ぐらいから１０時ぐらいまで議会やるんですけど、そうするとこういった場

合に市役所のスタッフも裏にはいるんですけど、市民の方が来られて。 

例えばその時あったのは「今やっている商店街の振興の計画についてちょっ

と問題があると思っている。自分はこうこうこうでこう考えるんだけども、議会

の意見を聞きたい」っていうことをインターネット中継されているし、傍聴もされ

ている中で市民の方が質問をして、それに対して議員さん一人ずつ意見を言

ってくる。そこで市長と議長が並んで、じゃあまず、中西議員どうですかと一人

ずつ言って、市長も言ったりして、補足なんかは事務局からもされて。ここでご

ちゃごちゃしゃべって、最終的に今日のご意見については、私たちとしては今こ

ういう結論でお返ししますというふうにして一つ結論をちゃんと落として。言わ

れた本人は不服そうな顔しながらも分かりましたと、また次回やってきますみ

たいなことを言いながら帰ってくるんです。 

そういう市民の方が議会に意見を言うという機会が開かれているということ

も、なかなか面白いなと。これをそのままやるというわけではないですけれど

も。この議論もあくまで公開が原則です。市議会も美濃加茂市も当然公開で

やってるんですけど。それに対して市民の方々が意見をしたり、何か入ってこ

れるような仕組みっていうのは、もっともっと作っていけるといいなって思いま

したし、そこはさすが民主主義を自分たちで組み上げてきた国としてのやり方

があるなというふうに感じました。 

教育については、日本と全く同じ課題ばかりでした。主体性が足りないと

か。アメリカってチャレンジの国でアメリカンドリームみたいなイメージでしたけ



ど、やっぱりそういった子どもが減っていると。もっともっと主体的に考えられ

るような教育をやっていきたいということであったりとか。 

あとは、美濃加茂市がやっている里山教育に近かったんですけど、ベイビー

ネイチャーデバイドという言葉がありまして、赤ちゃんとネイチャー、自然ですよ

ね。デバイドというのは隔離とか乖離という意味ですけど、赤ちゃんが自然との

間に乖離があるんじゃないかということで、子どもたちをもっともっと自然に戻

していこうということがアメリカでも今は積極的にされているということでした。

なので、歩いていける範囲に公園をまず作ろうとか。ダビューク市も美濃加茂

でいうと健康の森みたいなものをようやく今年度オープンしたということです。

いろいろ見る中で正直この点については美濃加茂市の里山保育とか山之上

の里山教育の方が絶対参考になるなと思ったので、ちょっと披露もして帰って

きたんですけれども。そういった自然というものについても向き合うことが大事

だと言われておりました。他にもいろいろと面白いことがあったんですけれど

も、時間もありですけど、そんな話でした。 

私としては、いつも武田さんにはダボの方で国際交流を頑張ってもらってい

るんですけど、この年になってここにお邪魔して、また新たな発見があったとい

うこともそうですし、このアイオワ州ダビューク市に行く前にサンフランシスコと

いうアメリカでいう西海岸の方ですね。そこのスタンフォード大学に行く機会が

あって、そこでいろいろお話を聞いてきたんですけど。日本人の会があって日

本人に対して言われたのが、日本の学生が少なすぎるっていう、ちょっと厳し

い評価をいただいて。いわゆるバブルですよね。１９９０年代は本当に日本人ば

かりで、日本人はもういいって思った時もあったらしいんですけど、今は中国

人・韓国人もそうですけど、インド人がすごいと。インド人ばっかりで、その次は

中東からもやっぱりいっぱい来ている。その後に中国とか東南アジアの人たち

がいっぱいいるけれども。その会は日本が好きな人の会だったんであれです

けど。日本人の顔を見なくなったから、もっともっと海外に目を向けた方がいい

んじゃないかというような提案をされました。 

その後ニューヨークでアメリカのニューヨーク大使にお話を聞いたんですけ

ど。アメリカはニューヨーク大使とワシントン大使がいるんですけど、ニューヨ

ーク大使も言っていたのが、一部の自治体は積極的にアメリカに今でも高校ぐ

らいで交換留学とかやっているんですけど、やっぱりコロナ以降本当に減って

しまったというところで、まだまだ国の支援なんかが足りないのかもしれないけ

れども、今みたいな物価高とか円安だからこそ今回みたいに市長とか行政が

積極的に交流をつなげてもらえるとありがたいという話があったので、我々も

予算的に限界もありますが、さっきのアメリカじゃないですけど、企業を巻き込

んだり、いろんな人の支援を得ながら飛び出してみたいとか、出ていきたいと

いう子がいたりとかそういった要素のある子たちが積極的に財政的な問題を

考えなくてもいけるような仕掛けはしていきたいなと思います。このあたりの仕

事を国際交流協会に投げるつもりはありませんので、何か負担が少ない中で

いろんな人たちの力を借りながら、もっともっと世界とのつながりというのは美

濃加茂市もそういった目標もっていますので。また皆さんからもそういった機

会があればいろいろ話していただきたいと思いますし、政策等にうまく盛り込

んでいけたら改めてご紹介をさせていただきたいと思います。 



すみません。私の紹介になりますが、何かご質問とかいただけると幸いです

けれどもいかがでしょうか。何かコメントありませんか。 

 

梅村教育長 本当に海外で学んだり生活したりする若者たちが減っているという中で、昨

日、ダボの報告会があって。今朝ですね、岐阜新聞がきちんと取り上げてくれ

ています。その中に関高校一年生の女性の方がこういうコメントを言っている

んですね。「気持ちや意見をはっきり自然体で伝える人が多くて、本当に温かく

迎え入れてくれた。自分から一歩踏み出すことで文化が違っても関係は生ま

れるんだと気づいた」という風に語っています。さっき、主体性が実はアメリカ

人も若干弱くなっているんだと言われましたけど、日本人はもともと控えめで

遠慮する傾向が強い。そういう中で彼女もきっとそうだったんですね。出発前

は。ありのままの自分を表現していいんだというところに気づいたのと、一歩踏

み出すという経験が彼女を成長させたんだろうと思うにつけ、たった１０日間だ

けど、きっと彼女たちのこの後の歩みにとてつもなく大きな影響を及ぼすだろう

と、私も今回関わらせていただいて感じました。 

こういう小さい積み上げは日常の英語の授業の中でもきっと可能性を秘め

ていると思う。今日は英語担当の菊地さんにも来てもらってますけれども、例

えば太田小学校でフィリピンの小学校とオンラインでつないでライブの授業を

やってましたね。そういうひと味工夫した試みというのもできますので、足元か

らも実践ができるかなと市長さんの話を聞きながら思いました。 

ありがとうございます。 

 

藤井市長 何かダボのことでありますか。 

 

武田委員 学生さんもすごく成長したと思ったんですが、今回行った引率の先生も本当

にすごく成長された年でした。学生さんだけじゃなくて関わった人たちは全部

成長していて、その先生もまた成長されることによって美濃加茂に還元してい

ただけるのはすごくありがたいなと思いました。 

今回は姉妹都市ということで守られた状態ですごくコンフォータブルないい

体験だけをしてきているので、いい感想も多かったと思うんですけれども、一

番最初の体験はそれでいいと思うんですね。これから先、多分いろんな体験を

していくんですが、今美濃加茂の中に本当に外国の人がたくさんいて、美濃加

茂市だけで何十か国と国があって、フィリピンの人がたくさんいて話せる機会

がたくさんある。太田小学校に行った時もフィリピンの子たちが、私がオースト

ラリアの子どもたちを連れて行くと、ものすごく元気に反応してくれたりとか、そ

ういうことをしていたので。そういうところで彼らは英語を話している。日本人

の子たちは英語を話す機会がありますよっていうことをもう一回気づいてもい

いんじゃないかな。せっかく美濃加茂市に外国の方たちがいるので、資源とし

て上手に使っていっていただければいいのかな。 

あと、姉妹都市ということなので、一回やったオンラインがプチっと切れてし

まわないように何かしらオンラインだったりとかそういうことを少し進めていっ

てもいいのかなというふうに思います。何か手伝うことあればいたしますので。 



そこのところでいくと、行くばっかりじゃなくて、もうちょっと海外に目を向け

る。本当にいろんな国に目を向けてから英語の勉強でもいいかなっていうふう

に考えて。今、フィリピンの災害も多いし、インドネシアの人も来てるけど、この

前も大きな地震あったりとか、そういうところにすごく積極的にアンテナ立てら

れるような子どもたちが育ってくれたらいいかなっていうふうに。 

今回もすごくいい体験をして、いい発表をしてくれたんですけれども、一人

二人外国の子どもたちの学習支援に今回行った子たちが手伝いに来てくれる

ので、そういうふうに自分の成長のためにもなるので。そういうところに私たち

は目を向けていけるように策をしたいなと思っています。 

 

藤井市長 ありがとうございます。 

私もこの報告会は２人聞いて退室で。本当にプレゼンのボリュームすごくな

りましたよね。僕は１時間くらいいれるんで５人くらい聞いていけるかなと思っ

たら、２人しか聞いていないが、気持ちが入ってましたね。 

確かに、今おっしゃられるようにもう一回足元を、それこそ今モスクの話とか

はよく話題になるんですけど。本当に美濃加茂市は皆さんのおかげで３０年以

上多文化共生やってきてますので、まだまだ芽から花が咲く取り組みっていっ

ぱいあると思うので。 

 

石黒副教育長 ちょっと質問していいですか。 

これ通訳無しでいかれたんですか。 

 

藤井市長 私は無しでしたね。でも喋れる人が途中で参加したので。 

でもAIも持っていきました。同時通訳できるので、レクチャーのときは全部

ここで録音してみながら専門用語を日本語にしていったんですけれども。 

これはできるけど、やっぱり僕がダメだなと思ったのは、ご飯食べてたりちょ

っとリラックスしたときにベラベラっとしゃべられたことがすごい気になって「な

になに」って聞きたいけど、そういうところで言語ってコミュニケーションツール

としては大事だと思うので。 

まさにこういうホストファミリーとか友達と会話するっていうところこそ活か

せる。難しい専門用語はAI とか使えば会話にもなっていくと思うんですけど。 

若い子たちにも、話したいって思ってもらえるきっかけを地元でも作れると

思うんで。ぜひ事業化も含めて検討したいと思いますのでま、たその時はよろ

しくお願いします。 

今度、１０月に来られるんですよね。今度ダボから来ていただきますので、ま

た機会があればぜひよろしくお願いします。 

何かこういった国際関係とかこういったことについてご意見や何かあります

か。ど 

御代桜さん持っていたら非常に評判が良くて。私も知らなかったんですけ

ど、アメリカでもアイオワ州のダビューク、田舎なんですけど、アイオワ州から出

たことないっていう人が結構いらっしゃって。議員さんの中に初めて日本酒を

飲むっていう人がいて、こんなに美味しいんだって言っててみんなで大笑いさ



れてましたけど。ダボも、いつもいろいろ持っていっていただきますけど、そう

いうところも我々としてはつながっていきたいなと思います。 

何かせっかくですので一言ずついただきますか。国際交流について。 

 

安藤委員 先ほどの武田さんがおっしゃられた英語、せっかく美濃加茂なので本当にそ

ういう機会がもっとあるといいかなと思う。うちの子はサッカーをやってるの

で、サッカーを英語でやるっていうのも結構増えているらしくて。あくまでも、

英語はツールだっていう。それがいかにも分かるところで。やった子どもたちは

日本語より簡単だっていうんですよ。言いやすい。単語だけでやっていくの

で、自然に分かるようになるっていうから。やっぱ、ツールとして何か使えるよ

うなものがあるといいかなと思いました。 

 

藤井市長 言語だけじゃなくて使っていけるといいですよね。 

 

中西委員 先ほどの日本人の留学生が少ないということは、私もてっきり多いものだと

思っていましたので、やっぱりたくさん行ってもらいたいと思うんですが。 

私たちの年代の頃は向こうの方々と知り合ったときなんかも日本人の方は

非常に躾が行き届いていてとても良かったということだったんですが、３０年く

らいの頃に聞いたときには、日本人の子は困るというのが意見が出てきたよう

なぐらい自由すぎるというか、悪い意味での自由なことで、感覚もずれてきた

ようですけど。 

そんなのは影響していないと思うんですが、やっぱりどんどん海外に出て、

海外で働いてくださる方々が増えてもらえたらと思います。それには、先ほど

武田さんがおっしゃった、この足元にいっぱい日本語じゃない方が見えるん

で、それが活かせたらいいなと思います。 

 

榊間委員 ドイツの知人の家に６日間ほど行った時ですけど、ドイツの人はどうやって話

すかといったら、英語を介してお互いに話すという。英語が自分の母国語じゃ

ない人っていうのは、やっぱり英語を使おうとして頭から話してくださる。それ

でお互い片言みたいな感じで、余計多分ネイチャーの人とかよりも交流ができ

るなということを話してたんだけども。 

ドイツでいろいろ話して思ったのは、子どもの教育について小さい子たちの

教育がちょっと手薄っていうか、早いうちから進路を分けるところがあるので、

もう少し子どもの将来いろんなことをしたいと思う、もう少し長い目で見て小さ

い子の教育に力を入れたら。 

先生の給料もちょっと小学校が安くて、女性がほとんどだと。直していかな

いとという話をされてましたが、子どもを自然の中で遊ばせるということに関し

てはすごく力が入っていて、安全を担保しながら森の中で高いところを行ける

ようなそういうようなところとかいろいろあって。ドイツの一部の地域のことか

もしれないなと思うんですけども。 

そんな風でちょっとだけ使える英語でも相手がそういうネイチャーじゃない

人とは英語っていうのはやっぱり一つのツールとして持っていていいもんだな

と感じました。ちょっとずつでも英語を使うというよりも、交流する気持ちを育



てれば何かなんとかなるのかもしれないという気がして、ぜひ子どもたちがど

んな人とでも何かしら繋がっていきたいと思えると、世界が広がるんじゃない

のかなと思いました。 

 

藤井市長 使いたいと思えるようなきっかけですよね。 

ありがとうございます。 

 

渡邉委員 今の報告の資料を見せていただきながら、３枚目のミシシッピ川の写真が木

曽川に似てるなって。もう太田橋と文化会館の写真かなって思うくらい似てま

す。近くで住んでいる者としてはちょっとびっくりしたということで。 

ライン川に景観が似ているという木曽川ですけども、ミシシッピ川にも似て

いるという、一つまた世界が広がって、貴重な機会をいただきました。 

英語に関しては、思い出しました。今年の教育三者懇の時に今年は僕５０に

なるので、人生でやれてないことをやるという中で英語を勉強し直しますとは

っきり言って宣言したまま、今気づいたら８月なんですけど。ふと気づいてやっ

ぱりちょっと自ら頑張って少しでも成長する姿をまわりに見せれるように頑張

ろうと思った今日でした。頑張ります。 

 

藤井市長 武田さんいいですか。 

 

武田委員 うちの娘が留学したのがアイオワ州なんです。アイオワ大学で、アイオワシテ

ィなので。 

さっき見たらニューヨークから多分１００何キロかなんかで、やっぱりすっご

い田舎です。計算をしてみたら１３～４年前なんですが、あの当時まだ日本は

忍者が本当に住んでるかって聞かれて、忍者はどこに住んでるんだとすごい

聞かれたと。多分かなり田舎ですよね。 

 

藤井市長 そうですね。そんな感じでした。 

すみません。お時間もちょうど過ぎてしまいましたので、何か特段皆さんなけ

れば、これにて終了させていただきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

ありがとうございます。 

皆さん、貴重なご意見ありがとうございました。意見交換を終了させていた

だきたいと思います。皆様、長時間ありがとうございました。 

 

 閉会 午後３時３０分 
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